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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日）

（1）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第１四半期 20,688 △67.4 19 △99.9 371 △98.2 △1,005 －

26年３月期第１四半期 63,456 177.5 20,487 － 20,707 － 16,277 －

(注)包括利益 27年３月期第１四半期 △1,458百万円( －％) 26年３月期第１四半期 16,349百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第１四半期 △10.76 －

26年３月期第１四半期 174.14 －
　

　

（2）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第１四半期 436,910 404,637 92.6

26年３月期 451,149 413,096 91.5

(参考) 自己資本 27年３月期第１四半期 404,539百万円 26年３月期 412,992百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 75.00 － 75.00 150.00

27年３月期 －

27年３月期(予想) 75.00 － 75.00 150.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 172,000 8.5 19,200 △31.5 20,900 △30.7 14,200 △36.6 151.92

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

当社グループは事業計画を年次で管理しており、通期での開示のみとしております。
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※ 注記事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注)詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正
再表示」をご覧ください。

　

（4）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期１Ｑ 97,597,500株 26年３月期 97,597,500株

② 期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 4,125,561株 26年３月期 4,125,351株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 93,472,052株 26年３月期１Ｑ 93,473,190株
　

　

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半
期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中であります。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能
性があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）におけるわが国経済は、各種政策の

効果が下支えする中、企業収益の改善や消費者物価の緩やかな上昇が見られるなど回復基調が続きました。また、

個人消費につきましても消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により弱さが残るものの、雇用・所得環境が

改善する中で次第に持ち直していくことが期待されています。

当パチンコ・パチスロ業界におきましては、消費税率引き上げ後の稼動状況に大きな落ち込みは見られないもの

の、パーラーでは税負担増の影響緩和などのために経費削減への取り組みを強化する動きが顕著になっております。

また、パチンコの稼動は依然として低水準で推移しており、パーラーは新台購入台数を絞り込んでいるため、パチ

ンコの販売市場は低調に推移いたしました。

こうした中、当社グループではブランド力の向上につながる人気商品の創出に取り組むことで継続的な販売増の

達成を図っております。当第１四半期連結累計期間におきましては、パチンコでは新商品２タイトルとともに低価

格で新台と同様の効果が期待できるリユースモデルなどを販売し、パチスロでは新商品１タイトルを投入いたしま

した。

また、平成26年６月27日開催の第49回定時株主総会の決議に基づく役員退職慰労金の打切り支給に伴い、17億円

を特別損失として計上いたしました。

この結果、売上高206億円（前年同四半期比67.4％減）、営業利益19百万円（同99.9％減）、経常利益3億円（同

98.2％減）、四半期純損失10億円（前年同四半期は162億円の四半期純利益）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（パチンコ機関連事業）

パチンコ機関連事業につきましては、ＳＡＮＫＹＯブランドの「フィーバーモーレツ宇宙海賊」（平成26年６月）、

ＪＢブランドの「うちのポチーズ」（平成26年５月）などを販売いたしました。また、リユースモデルでは「フィー

バースレイヤーズＲＥＶＯＬＵＴＩＯＮ」（平成26年４月）、「鉄拳」（平成26年５月）、「超天竺」（平成26年６月）な

どを販売いたしました。

この結果、売上高74億円（前年同四半期比82.9％減）、営業損失24億円（前年同四半期は151億円の営業利益）、販

売台数24千台となりました。

（パチスロ機関連事業）

パチスロ機関連事業につきましては、ＳＡＮＫＹＯブランドの「パチスロ マクロスフロンティア２」（平成26年

５月）を中心に販売いたしました。また、「パチスロ マクロスフロンティア２」はファンの高い支持を得ており、

パーラーでの稼動は良好に推移しております。

この結果、売上高106億円（前年同四半期比30.3％減）、営業利益38億円（同40.2％減）、販売台数27千台となりま

した。

（補給機器関連事業）

補給機器関連事業につきましては、売上高23億円（前年同四半期比47.0％減）、営業利益33百万円（同73.0％減）

となりました。

（その他）

その他につきましては、売上高2億円（前年同四半期比18.1％減）、営業損失1億円（前年同四半期は96百万円の営

業損失）となりました。

決算短信 （宝印刷）  2014年07月29日 14時29分 4ページ （Tess 1.40 20131220_01）

㈱ＳＡＮＫＹＯ (6417) 平成27年3月期 第1四半期決算短信



－ 3 －

(2) 財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は4,369億円であり、前連結会計年度末と比べ142億円減少しました。これ

は主に有償支給未収入金（流動資産「その他」に含む）が20億円増加となりましたが、現金及び預金が115億円、受

取手形及び売掛金が53億円それぞれ減少したことによるものであります。

負債は322億円であり、前連結会計年度末と比べ57億円減少しております。これは主に長期未払金（固定負債「そ

の他」に含む）が26億円増加となりましたが、未払法人税等が72億円、未払消費税等（流動負債「その他」に含む）

が14億円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は前連結会計年度末と比べ84億円減少しました。これは主に配当金の支払い70億円、四半期純損失を10億

円計上したことによるものであります。この結果、純資産は4,046億円となり、自己資本比率は1.1ポイント増加し、

92.6％となりました。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年５月８日に公表しました業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

①「退職給付に関する会計基準」等の適用

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法

を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ご

との金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

なお、これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。また、セグメント情報に与える影響もありませ

ん。

　

②「企業結合に関する会計基準」等の適用

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等が平成26年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、

当第１四半期連結会計期間よりこれらの会計基準等（ただし、連結会計基準第39項に掲げられた定めを除く。）を

適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとと

もに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当第１四半

期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の

見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

ただし、該当する取引がなかったため、四半期連結財務諸表への当該会計基準等の早期適用による影響はあり

ません。また、セグメント情報に与える影響もありません。

　

(4) 追加情報

（役員退職慰労引当金）

平成26年６月27日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う打切り支給が決議されました。

これに伴い役員退職慰労引当金の全額を取り崩し、打切り支給の未払額2,618百万円を長期未払金として固定負債

の「その他」に含めて表示しております。また、1,790百万円を特別損失の「役員退職慰労金」に計上しておりま

す。
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３．四半期連結財務諸表

（1） 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 124,546 112,981

受取手形及び売掛金 34,781 29,458

有価証券 153,995 155,998

商品及び製品 4 348

仕掛品 124 377

原材料及び貯蔵品 856 781

その他 12,045 14,392

貸倒引当金 △10 △3

流動資産合計 326,343 314,335

固定資産

有形固定資産 46,622 47,075

無形固定資産

のれん 2,478 2,294

その他 432 426

無形固定資産合計 2,911 2,720

投資その他の資産

投資有価証券 69,417 66,413

その他 6,261 6,770

貸倒引当金 △26 △26

投資損失引当金 △379 △379

投資その他の資産合計 75,272 72,777

固定資産合計 124,806 122,574

資産合計 451,149 436,910

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,307 14,227

未払法人税等 7,324 87

賞与引当金 832 1,348

その他 8,847 8,993

流動負債合計 32,312 24,657

固定負債

役員退職慰労引当金 753 －

退職給付に係る負債 3,847 3,859

資産除去債務 59 59

その他 1,080 3,696

固定負債合計 5,740 7,615

負債合計 38,053 32,272
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 14,840 14,840

資本剰余金 23,879 23,879

利益剰余金 391,083 383,077

自己株式 △20,937 △20,938

株主資本合計 408,865 400,859

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,104 3,658

退職給付に係る調整累計額 22 21

その他の包括利益累計額合計 4,126 3,680

少数株主持分 103 97

純資産合計 413,096 404,637

負債純資産合計 451,149 436,910
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（2） 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 63,456 20,688

売上原価 31,655 10,609

売上総利益 31,800 10,078

販売費及び一般管理費 11,313 10,059

営業利益 20,487 19

営業外収益

受取利息 258 239

受取配当金 228 265

その他 81 53

営業外収益合計 569 558

営業外費用

支払利息 1 0

持分法による投資損失 336 197

その他 11 8

営業外費用合計 349 206

経常利益 20,707 371

特別利益

固定資産売却益 4 －

特別利益合計 4 －

特別損失

固定資産廃棄損 1 －

役員退職慰労金 － 1,790

特別損失合計 1 1,790

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

20,709 △1,418

法人税、住民税及び事業税 8,260 133

法人税等調整額 △3,828 △540

法人税等合計 4,432 △407

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主
損益調整前四半期純損失（△）

16,277 △1,011

少数株主損失（△） － △5

四半期純利益又は四半期純損失（△） 16,277 △1,005
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主
損益調整前四半期純損失（△）

16,277 △1,011

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 36 △451

退職給付に係る調整額 － 0

持分法適用会社に対する持分相当額 36 4

その他の包括利益合計 72 △446

四半期包括利益 16,349 △1,458

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 16,349 △1,452

少数株主に係る四半期包括利益 － △5
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額

(注)３
パチンコ機
関連事業

パチスロ機
関連事業

補給機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 43,428 15,327 4,416 63,172 284 63,456 － 63,456

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 43,428 15,327 4,416 63,172 284 63,456 － 63,456

セグメント利益
又は損失（△）

15,144 6,460 124 21,729 △96 21,632 △1,145 20,487

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、モバイルコンテンツサービス、

不動産賃貸、ゴルフ場運営、一般成形部品販売等の事業であります。

　 ２ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに帰属しない提出会社の管理部門に係る一

般管理費であります。

　 ３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額

(注)３
パチンコ機
関連事業

パチスロ機
関連事業

補給機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 7,433 10,683 2,339 20,455 233 20,688 － 20,688

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 7,433 10,683 2,339 20,455 233 20,688 － 20,688

セグメント利益
又は損失（△）

△2,497 3,864 33 1,400 △190 1,210 △1,190 19

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、モバイルコンテンツサービス、

不動産賃貸、ゴルフ場運営、一般成形部品販売等の事業であります。

　 ２ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに帰属しない提出会社の管理部門に係る一

般管理費であります。

　 ３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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